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１  講義要綱（シラバス）の位置づけ 
講義要綱（シラバス）は、授業科目それぞれの到達目標、授業計画、成績評価方法等を周

知することを目的として作成されるものです。受講生にとっては、履修する授業科目を選択

する上で、最も重要な資料となります。 

２  作成上の注意 
①  講義要綱（シラバス）は、Ｗｅｂシラバスシステムにより作成してください。 

②  講義要綱（シラバス）は、授業科目ごとに作成してください。 

③  講義要綱（シラバス）は、受講生が理解しやすい表現で記載してください。 

④  授業における課題について、学生に対するフィードバックの実施にご協力ください。また学

生に対するフィードバックの方法は、「⑦担当者からの一言・受講上の注意等」において明示

してください。 

⑤  ご執筆いただいた講義要綱（シラバス）については、本手引きに基づき短期大学教務委員会

において点検します。その際、不備や欠落が認められる場合は、修正のお願いをすることがあ

りますのでご留意ください。 
 

３  講義要綱（シラバス）記載項目と目安文字数 
Ｗｅｂシラバスシステムにおいて、入力が必要となる項目と入力に当たっての各項目の入力字

数の目安は、次のとおりです。 

①  サブタイトル／テーマ ＊必須 

②  授業の概要 ＊必須 

③  担当教員の実務経験等  

④  学修の到達目標 ＊必須 

⑤  授業の計画 〔800字程度〕＊必須 

⑥  授業時間外の学修 ＊必須 

⑦  成績の評価方法・基準 〔100字程度〕＊必須  

⑧  担当者からの一言・受講上の注意等 〔100字程度〕 

⑨  教科書  

⑩  参考書  

・ 2019年度版講義要綱（シラバス）の作成より、本学ディプロマ・ポリシーとカリキュラ

ム・ポリシーの一貫性の確保という観点から、各科目の「①サブタイトル／テーマ」「②授

業の概要」「③学修の到達目標」については、各学科で設定いたします。ついては、別紙１

および電子データ「履修系統図」に記載されている内容を転記していただきます。 

・ 「⑥成績の評価方法・基準」については、成績の具体的な評価方法および点数配分を記

述していただきます。詳細については、次項「4 講義要綱（シラバス）各記載項目の内容と

留意点」をご参照ください。 

 

 

 

別紙１および電子データ「履修系統図」に記

載されている内容を転記してください。 

別紙２「成績評価基準・評価指標（ルー

ブリック）」から評価項目の選択が新たに

必要となります。 
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４  講義要綱（シラバス）各記載項目の内容と留意点 
① サブタイトル／テーマ 

別紙１「履修系統図」の「サブタイトル／テーマ」に記載されている内容を転記 (配布され

たデータからの転記もしくは前年度シラバスデータより複写)してください。内容の修正を希

望する場合は開講学科教務委員にご相談ください。なお、基礎科目群教養科目に限り、サブタ

イトルを実際に行う授業に即したものとなるよう修正してもかまいません。 

② 授業の概要 

別紙１「履修系統図」の「授業科目の主題」に記載されている内容を転記 (配布されたデー

タからの転記もしくは前年度シラバスデータより複写)してください。内容の修正を希望する

場合は開講学科教務委員にご相談ください。 なお、基礎科目群教養科目に限り、授業の内容

を実際に行う授業に即したものとなるよう加筆してもかまいません。 

③ 担当教員の実務経験等 

この項目は、実務経験を有する教員が、担当する授業科目として指定された授業科目におい

て、実務経験をもとに当該授業を行う場合のみ記載してください。 

ａ．実務経験の内容 

担当する授業科目に関連した実務経験の内容を明示してください。 

ｂ．実務経験の年数 

担当する授業科目に関連した具体的な実務経験の年数について明記してください。（複数

の実務経験を有しているなど、正確な年数を確認することが難しい場合は、「5年以上」であ

るか「５年未満」であるかが分かるように記載してください。） 

ⅽ．担当する授業科目との関連 

担当する授業科目において、どのような実務経験をもとにどのような授業を行うかを明記

してください。 
 〇 記 載 例  

  

ａ．実務経験の内容 

例１）小学校教諭 

例２）〇〇メーカーにおいて〇〇に従事 

例３）臨床心理士（企業や教育現場においてカウンセラーとして勤務） 

例４）自治体職員として〇〇に従事 

例５）企業の研究所の研究員 

 

ｂ．実務経験の年数 

例１）10年〇ヵ月 

例２）5年以上 

 

ⅽ．担当する授業科目との関連 

例１）学校現場における教員経験を活かして，学校現場における具体的な課題（いじめ問題・不登校等）への

対応を指導する。 

例２）民間企業における**部門での勤務経験を活かして、***の知識と手法等の考え方について講義する。 

例３）学校カウンセラーとして、教育現場の心理相談業務に従事した経験をもとに、教育環境変化、学校内で

の位置づけ等を概括し、具体的なカウンセリング事例を通して教育現場における心の健康づくりについ

て解説する。 

例４）会社経営の経験をもとに関係する業界、企業について解説し、組織経営の体験に基づいたリーダーとし

ての生き方について講義する。 
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【 実務経験を有する教員が複数で担当する場合 】 

■各項目を教員ごとに記載 

ａ．実務経験の内容 

例）①教員A 看護師 

  ②教員B 看護師 

  ③教員C 保健師 

ｂ．実務経験の年数 

例）①25年 

  ②20年 

  ③15年 

ⅽ．担当する授業科目との関連 

例）①訪問看護ステーションで勤務した経験をもとに〇〇について講義する。 

  ②病院における臨床経験をもとに〇〇について講義する。 

③保健行政にかかわった経験をもとに〇〇について講義する。 

 

■まとめて記載（担当する授業科目において、共通的な実務経験をもとに当該授業を行う場合） 

ａ．実務経験の内容 

例1）看護師（全員） 

例2）看護師（教員A、教員D、教員E）（担当教員のうち一部の教員のみ実務経験をもとに当該授業を行う場合） 

ｂ．実務経験の年数 

例）5年以上 

ⅽ．担当する授業科目との関連 

例）看護職としてのその経験と専門性を活かして、看護職になるための大学におけるキャリア形成とコミュニ

ケーションについて講義する。 

④ 学修の到達目標 

別紙１「履修系統図」の「学生の学修目標」に記載されている内容を転記 (配布されたデー

タからの転記もしくは前年度シラバスデータより複写)してください。単位習得状況振り返り

において到達目標の見直しを求めた場合は修正の内容について学科の指示を受けてください。 

⑤ 授業の計画 

別紙１「履修系統図」に記載されている「サブタイトル／テーマ」「授業の主題」「学生の学

修目標」の内容、および科目とディプロマ・ポリシーとの関連を前提に、各授業回のテーマま

たは具体的な学修内容等を簡潔に記載してください。「履修系統図」の記号については、それ

ぞれ学修成果のために、●＝「特に強く求められる事項」、◎＝「強く求められる事項」、○＝

「望ましい事項」を意味します。 

なお、記載に当たっては次のことに留意してください。 

・ 各授業回の違いを明示する（同じようなテーマを扱う場合には、授業回ごとのキーワー

ドなどを提示し、授業範囲が分かるようにする等）。 
 〇 記 載 例 

   ✖ 避けるべき記載例 
 

     

例）第２回 日本におけるスポーツ界の現状①（我

が国のスポーツ強化） 
第３回 日本におけるスポーツ界の現状②（ス

ポーツ基本法からの検討） 

 例）第２回 日本におけるスポーツ界の現状① 
第３回 日本におけるスポーツ界の現状② 

 

   

・ 複数教員が担当を分担している場合には、担当教員欄に明示してください。 

・ 各回の内容について「ガイダンス」、「中間試験」、「期末試験」、「定期試験」、「小テスト」

等の授業以外の内容のみを記載しないでください。（各授業回は、授業として実施するこ

とが求められており、ガイダンスや試験などの授業ではない内容を授業時間に充てること

ができません。） 
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 〇 記 載 例 

   ✖ 避けるべき記載例 
 

     

例）第１回 ガイダンス、会計学とは何か 

第○回 損益計算書（１）仕組み，ルールおよ

び小テスト 

 例）第１回 ガイダンス 

第○回 小テストおよび解説 

 

 
   

・ 授業において、学外での実習、見学等を予定しており、実施予定時期が確定している場

合には、該当授業回に明示してください。 

・ 授業を規定回数実施した後に行う定期試験については、この項目において提示（16回

「定期試験」として記載）する必要はありません。 

・ アクティブ・ラーニングの要素（「協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型学習」、

「ディスカッション、ディベート」、「グループワーク」、「プレゼンテーション」、「実習、

フィールドワーク」）を含む場合は明示してください。 

・ 各回の内容を記載する際、2019年度単位修得状況の振り返りならびに2020年度春セメ

スター単位修得状況の振り返りの内容を踏まえて記入してください。（専任のみ） 

⑥ 授業時間外の学修 

大学設置基準等に定める単位制度の実質化を図るため、授業時間外学修（準備学修（予習）

および事後学修（復習））が求められています。授業時間外学修に相当する具体的な学修内容

およびその学修に要する目安時間を記載してください。授業時間外学修は、学生が授業内容の

理解を深めるために必要な取組みです。自学自習の必要性について、学生の理解促進を図るた

めの指針となるように、できる限り授業回ごとに具体的な課題や目安時間を示すことが望まし

いです。 

学修に要する目安時間は、設置基準を参考に授業科目の単位数に鑑みて、標準時間を設定す

るようお願いします。 

本学学則では、１単位の学修時間を45時間、内15時間は授業での学修とし、残り30時間を授

業時間外での学修（予習・復習等）と規定しています。そのため本学において２単位の講義科

目では、授業として30時間（１コマ90分（≒２時間）×15週）に対し、授業時間外での学修と

して60時間（４時間×15週）が必要になります。１単位の実習、実技または実験科目では、授

業として30時間（１コマ90分（≒２時間）×15週）に対し、授業時間外での学修として15時間

（１時間×15週）が必要になります。 

「実習Ａ」「実習Ｂ」「実技」については、各学科教務委員にご確認ください。 
 〇 記 載 例 

   ✖ 避けるべき記載例 
 

     

例１）予習としてその前の授業で指定する範囲の指

定教科書を事前に読み（２時間）、必要に応じ

て図書館等で専門用語の意味等を調べ理解して

おくこと（２時間）。 

例２）次回の授業内容を確認し（30分）、予習として

その範囲の専門用語の意味等を調べ理解してお

くこと（１時間）。また授業において３回のレ

ポートを課す（１レポート当たり150分×5）。 

 例１）指定教科書の○○を事前に読んでおくこ

と。 

例２）次回の授業内容を確認し、予習としてその

範囲の専門用語の意味等を調べ理解しておく

こと。 

 

 

例３）毎週４時間、全体で６０時間を目標に学修

してください。 
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例３）（授業回ごとに記載する場合の1回分の例） 

 

例４）（まとめて記載する場合の例 

 
   

⑦ 成績の評価方法・基準 

成績は、授業科目の到達目標に対する達成度を示すものです。評価方法および評価基準の明

示については、大学設置基準および短期大学設置基準において規定されています（※１）。 

（※１）短期大学設置基準第11条の２ 

① 短期大学は、「学生に対して、授業の方法及び内容並びに一年間の授業の計画

をあらかじめ明示するものとする。」 

② 短期大学は、「学修の成果に係る評価及び卒業の認定に当たつては、客観性及

び厳格性を確保するため、学生に対してその基準をあらかじめ明示するととも

に、当該基準にしたがつて適切に行うものとする。」 

・ 科目の到達目標に対する達成度の評価にあたって、「評価方法」と点数配分を明示しま

す。 

・ 複数の評価方法（定期試験、小テスト、レポート等）を用いる場合には、それぞれの点

数配分（％表示、項目の総計100％）を記載してください。 

事前学修： 

教科書pp.〇₋〇を読み、要点と疑問点を箇条

書きでまとめて、Google Classroomにアップロ

ードし、教員および他の学生と共有しておくこ

と。また、他者のレポートを通読し、コメン

ト・質問等を予め確認しておくこと。（４時間） 

 

1回  

授業後：授業で使用した資料の振り返りおよび

プレゼンテーションに関する指定文献

（pp.〇₋〇）を読む。（４時間） 

2～5回 

授業前：分担したテーマについて3分間でプレゼ

ンテーションを行えるよう準備する。

プレゼンテーションに関する指定文献

（pp.〇₋〇）を読む。（3時間） 

授業後：他者の発表で気づいたこと、学んだこ

とを400字以内にまとめてMoodleに提出

する。（1時間） 

6回～10回 

授業前：最終プレゼンテーションの準備（2時

間）およびプレゼンテーションに関す

る指定文献（pp.〇₋〇）を読む。（2時

間） 

11～14回 

授業後：他者のプレゼンテーションについて気

づいた点をA4 １枚以内にまとめて

Moodleに提出する。（4時間） 

15回 

授業後：授業を通して気づいたこと、学んだこ

とをA4 １枚以内にまとめる。（4時間） 
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・ 「成績評価基準・評価指標（ルーブリック）」については授業科目ごとに以下のいずれ

かの方法で作成してください（詳細について「成績評価基準・評価指標（ルーブリッ

ク）作成の手引き」を参照）。 

a. 到達目標から授業別ルーブリックを作成する場合は、到達目標から評価項目を抽

出して作成する。 

b. コモン・ルーブリック（別紙２）から授業別ルーブリックを作成する場合は、到

達目標に最も近い評価項目を選択して作成する。該当する評価項目がない場合は、

授業担当者が「評価項目・評価基準」を任意に設定することも可能です。その場

合、別紙２にある「評価基準（S・A・B・C）」に準じた形式で評価基準表を作

成するようお願いいたします。作成した表は別途提出してください。 

・ 出席のみで一定の評価を与えること（例：出席点○％）また、欠席のみを理由とした減

点も適当ではないので、「評価方法」に含めないでください。欠席によって授業内での課

題や小テスト等が受けられず減点となる場合は、課題や小テストによる減点であることを

明記してください。 

・ 受験資格である出席時数（講義・演習：３分の２以上、実験・実習・実技：５分の４以

上）については、「常磐短期大学試験規程」等で周知されていますので、記載の必要あり

ません。 
 〇 記 載 例 

   ✖ 避けるべき記載例 
 

     

 
 
例１）レポート課題（60％）・小テスト（40％） 

理解度・課題解決能力・協働性・積極性 
 
 
 
 
 
例2）定期試験（60%）・小テスト（40％） 

理解度・言語運用能力・事前・事後学修 
 
 
 
 

 例１）レポート課題（60％）・小テスト（40％） 
 
 
 
 
例2）定期試験（60%）・小テスト（40％） 

課題解決能力・協働性・事前・事後学修 
 
 
 
 
例3) 定期試験（60％）・小テスト（20％）・出席点

（20％） 
 

   

⑧ 担当者からの一言・受講上の注意等 

指導の形態や方法、受講上の注意等、受講生に予め周知しておきたい事項を記載してくださ

い。また授業における課題について、学生に対するフィードバック方法を明示してください。 
 〇 記 載 例  

  

例１）講義中心だが、質問に対して答えるなど受講生の参加を求める。 
例２）演習の形式で行うので、積極的な授業参加が望まれる。 
例３）授業中に課したレポートの評価のポイントを説明した資料を、提出日以降にe-learningシステムにより

明らかにします。 
 

「評価方法」およびその配分（％表示） 

＊授業担当者が設定 
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⑨ 教科書 

受講に当たって受講生が購入することが必要な文献等を、次の要領で記載してください。な

お、受講生が常磐大学ブックセンターで購入できるようにする場合には、別途、採用教科書

(テキスト)の申込み手続きが必要となりますので、学事センターからのお知らせ（「採用教科

書(テキスト)のお申し込みについて」）を確認してください。 

・ 書名、著者・編集者名、出版社名、発行年、ISBNの順に記載し、それぞれを読点（、）

で区切る。 

・ 書名はかぎ括弧（『 』）で括る。 

・ 著者、編集者等が複数いる場合には、中点（・）で区切る。 

・ 発行年は西暦で表記する。 

・ ISBNは、可能な範囲で記載する。ISBN-10を記載する場合には「ISBN(10)」と、

ISBN-13の場合には「ISBN(13)」と記載してください。ISBN-10とISBN-13を併記する

場合は、中点（・）で区切り、「ISBN(10) x-xxxx-xxxx-x・ISBN(13) xxx-x-xxxx-xxxx-x」

と表記してください。 
 〇 記 載 例  
  

例１） 『○○○○ 第◇版』、××××編・△△△△著、●●●社、20XX年、ISBN(13)xxx-x-xxxx- xxxx-x 
例２） 『○○○○』、××××・△△△著、●●●堂、20XX年、ISBN(10)x-xxxx-xxxx-x・ISBN(13) xxx-x-xxxx-xxxx-x 
 

⑩ 参考書 

授業展開に応じて読んでおくことが望ましい文献等について、教科書と同様の要領で記載し

てください。 

 

５  その他（Ｗｅｂシラバスシステム非公開項目） 
次の項目は、アンケート項目です。Ｗｅｂシラバスでは公開されません。 

①  【アンケート】Ⅰ 教室・使用機器 

②  【アンケート】Ⅱ 避けてほしい教室 

③  【アンケート】Ⅲ その他（ご要望等） 

６  その他（Ｗｅｂシラバスシステム非公開項目）記載に当たっての留意点 
① 【アンケート】Ⅰ 教室・使用機器 

授業実施に当たり、教室の設備（映像再生機器（ＤＶＤ、ＢＤ等）、映像機器（プロジェク

ター）、ＰＣ、ＯＨＣ等）に関するご要望がありましたら、記載してください（前年度より引

き続きご担当いただく授業につきましても、改めてご入力くださいますようお願いいたしま

す）。 
 〇 記 載 例  

  

例１） 可動式の机の教室を希望します。 

例２） 教員用ＰＣ・プロジェクターを使用します。 

例３） ＰＣ演習室を希望します。 
 

② 【アンケート】Ⅱ 避けてほしい教室 

事務において教室割り振りの際に、避けて欲しい教室がありましたら、記載してください。 
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 〇 記 載 例  

  

例１）大講義室 

例２）階段教室 
 

③ 【アンケート】Ⅲ その他（ご要望等） 

上記アンケート内容以外で、ご要望等がありましたら、記載してください。 

７  履修系統図                           
別紙１および電子データ参照 

 

８  成績評価基準・評価指標（ルーブリック）             
別紙２参照 
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